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2016年度 ＡＮＡグループ航空輸送事業計画に関するお知らせ 

 

 

当社 100％子会社の全日本空輸株式会社において、2016 年度 ＡＮＡグループ航空輸送事業計画を策定い

たしましたので、別紙のとおりお知らせいたします。 

 

 

以 上 



第 １ ５ - ０ ９ ９ 号 

２ ０ １ ６ 年 １ 月 ２ ０ 日 

２０１６年度 ＡＮＡグループ航空輸送事業計画を策定 

～ ４月より成田＝武漢線、９月より成田＝プノンペン線を新規開設します！ ～  

～ 欧米路線に続き、アジアでもビジネスクラスのフルフラットシート化を推進します！ ～ 

～ 国内線では、３月より羽田＝宮古線の運航を開始します！ ～ 

ＡＮＡグループは、２０１６年度の航空輸送事業計画を策定いたしました。 

２０１５年度は成田・羽田から新たに海外４都市（*）へと就航し、国際線ネットワークの強化による

お客様の利便性向上と国際競争力の強化を図ってまいりました。成田では、日本を発着する需要に

加え拡大する北米～アジア間渡航需要を見据え国際線の乗り継ぎ拠点として、羽田では、日本各地

と海外とを結ぶ国際線と国内線の乗り継ぎ拠点として、様々な渡航ニーズにお応えする「首都圏デュ

アルハブモデル」を着実に強化しております。 （*）ヒューストン・クアラルンプール・ブリュッセル・シドニー 

２０１６年サマーダイヤにおいても、成田における国際線ネットワークの拡充を進め、国際ハブ空港

としてのさらなる機能強化を推進いたします。ＡＮＡ ＮＥＷＳ第１５－０８８号（２０１５年１２月７日付）

にて発表済みの成田＝武漢線の新規開設（今年４月より）に加え、経済成長著しいＡＳＥＡＮへの新規

路線として、成田＝プノンペン線を開設いたします。ＡＮＡとしてはＡＳＥＡＮ８ヶ国目への就航となる

当路線は、日本とカンボジアを結ぶ唯一の定期直行便として、今年９月より運航を開始します。 

また、現在、全ての欧州路線（６路線）及び米国本土路線（９路線）で提供しているビジネスクラス

のフルフラットシートについて、アジア路線への展開を拡大してまいります。新たにアジア２路線３便

において、フルフラットシート及びプレミアムエコノミーサービスの提供を開始いたします。 

国内線では、競争環境の変化を踏まえて一部の羽田発着路線の見直しを行い、羽田＝宮古線を

新規開設するほか、岩国空港の発着枠拡大を受けて羽田線増便と沖縄線の新規開設をいたします。

お客様の利便性向上に向け、引き続き国内線ネットワークを充実させてまいります。 

ＡＮＡは今年、初の国際線定期便就航から３０周年を迎えます。引き続き、皆様に便利にご利用頂

けるＡＮＡネットワークの拡充に努めてまいります。ますます便利になるＡＮＡを是非ご利用下さい。

国際線、国内線、貨物専用便の路線便数、運航機種等の詳細は以下の通りです。 

これらの計画は関係当局の認可を前提としております。またスケジュールは予定であり、都合により変更となる場合も

ございます。あらかじめご了承ください。  
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拡大するＡＮＡの 

アジアネットワーク 

 

ＡＮＡ広報部 03-6735-1111 成田 0476-34-7042 羽田 03-5757-5548 伊丹 06-6856-0270 関西 072-456-7342 



１．国際線 

堅調な経済成長により、日系企業の進出が続きビジネス渡航需要が拡大していることに加え、訪日

旅行需要も旺盛な中国内陸部の主要都市、武漢に就航いたします。日本と武漢とを毎日結ぶ直行便

が新たに就航することにより、日本から武漢への渡航がたいへん便利になります。 

また、近年の高水準な経済成長を受け、生産拠点としてのみならず市場としても注目を集め、日系

企業の進出が続くカンボジアの首都、プノンペンへと就航いたします。今年は日本とカンボジアの友好

条約が発効して６０周年となりますが、両国を結ぶ初の定期直行便の運航開始により、今後のさらなる

友好関係の発展と交流人口の拡大に貢献してまいります。 

２０１６年度上期より、新たに中距離国際線仕様のボーイング７８７－９型機を受領し、アジア路線を

中心に投入してまいります。当機材は、ビジネスクラスのフルフラットシートのほか、プレミアムエコノミ

ーシートを装備しており、アジア路線を中心に投入していくことで、ビジネスクラスのフルフラット化及び

プレミアムエコノミーサービス導入を推進いたします。 

（１）新規開設・増減便 

路線 実施時期 現行 変更後 備考 

成田＝武漢 ２０１６年４月２８日～ ― ７往復/週 新規開設 ※１、２ 

成田＝プノンペン ２０１６年９月１日～ ― ７往復/週 新規開設  

成田＝成都 ２０１６年３月２７日～ ４往復/週 ７往復/週 ※３ 

羽田＝香港 ２０１６年３月２７日～ １０往復/週 ９往復/週 ※４ 

※１ 「ＡＮＡ ＮＥＷＳ第１５－０８８号（２０１５年１２月７日付）」にて就航発表済み。 

※２ 復路便は翌日からの運航となります。 

※３ ２０１５年ウィンターダイヤにおいて期間減便を実施しております。 

※４ 深夜時間帯運航のＮＨ８３９/８４０を１往復減便し、２往復/週（月・土曜日）の運航といたします。 

■新規開設 運航ダイヤ 

  ２０１６年４月２８日（木）より、以下のとおり成田＝武漢線を新規開設いたします。 

路線 成田＝武漢 

ダイヤ 

（現地時間） 

ＮＨ９３７  成田を夕方～夜に出発し、武漢に夜到着するダイヤを予定しています 

ＮＨ９３８  武漢を朝～午前に出発し、成田に午後到着するダイヤを予定しています 

※毎日運航、ＮＨ９３８は２０１６年４月２９日から運航 

使用機材 ボーイング７６７－３００ （ビジネスクラス３５席、エコノミークラス１７９席） 

予約・販売開始 ２０１６年２月上旬を予定しています 

 ダイヤ及び予約・販売開始日につきましては、確定後、改めてＡＮＡ_ＳＫＹ_ＷＥＢ等にてお知らせいたします。 

２０１６年９月１日（木）より、以下のとおり成田＝プノンペン線を新規開設いたします。 

路線 成田＝プノンペン 

ダイヤ 

（現地時間） 

ＮＨ８１７   成田        １０：５０   ⇒   プノンペン    １５：１０ 

ＮＨ８１８   プノンペン    ２２：５０   ⇒   成田        ０６：４５ （翌日） 

※毎日運航 

使用機材 ボーイング７８７－８ （ビジネスクラス４２席、エコノミークラス１９８席） 

予約・販売開始 今春を予定しています 

予約・販売開始日につきましては、確定後、改めてＡＮＡ_ＳＫＹ_ＷＥＢ等にてお知らせいたします。 

 



（２）機材変更 

３月末より、成田＝ムンバイ線の機材を「ＡＮＡ ＢｕｓｉｎｅｓｓＪｅｔ」から長距離国際線仕様のＢ７８７－

８に変更いたします。また、４月末からは羽田＝バンク―バー線にもＢ７８７－９を投入することにより、

ビジネスクラスでフルフラットシートを提供する欧米路線は、全欧州路線（６路線）及び全北米路線（１０

路線）に拡大いたします。 

当日の機材・運航状況により変更となる場合がございます。 

※１ 機材変更に伴い、プレミアムエコノミーサービスの提供を開始いたします。 

※２ ８月１日～ ＮＨ９５９/９６０はＢ７８７－８に機材変更予定。 

※３ 復路便は翌日からの機材変更となります。 

※４ Ｂ７８７－９（新仕様）に機材変更予定。 

 

（３）アジア路線におけるプロダクトとサービスの拡充 

欧米路線などの長距離国際線でご好評を頂いているビジネスクラスのフルフラットシート及びプレミ

アムエコノミーサービスについて、現在、アジア路線では成田＝シンガポール線、成田＝バンコク線（*）

及び羽田＝ジャカルタ線の３路線４便にて展開しております。 

（*）ＮＨ８０７/８０８ 

２０１６年サマーダイヤにおいては、新たに以下のアジア２路線３便においてビジネスクラスのフルフ

ラットシートとプレミアムエコノミーサービスの提供を開始し、対象路線をアジア５路線７便に拡大いたし

ます。  

当日の機材・運航状況により変更となる場合がございます。 

※１ これ以降、ＡＮＡが運航する全ての日本＝シンガポール線において、ビジネスクラスのフルフラットシート及びプレミアムエコノミーサ

ービスを提供いたします。 

２０１６年ウィンターダイヤ以降も、ビジネスクラスのフルフラットシート及びプレミアムエコノミーサー

ビスの提供路線を拡大してまいります。決定次第、改めてお知らせいたします。 

 

路線 実施時期 便名 現行 変更後 備考 

成田＝ムンバイ ２０１６年３月２７日～ ＮＨ８２９/８３０ Ｂ７３７－７００ＥＲ Ｂ７８７－８ ※１ 

成田＝上海（浦東） ２０１６年３月２７日～ NH９５９/９６０ Ｂ７８７－８ Ｂ７６７－３００ＥＲ ※２ 

羽田＝上海（浦東） 
２０１６年３月２７日～ ＮＨ９７１/９７２ Ｂ７６７－３００ＥＲ Ｂ７８７－８ ※３ 

２０１６年８月２２日～ NH９６７/９６８ Ｂ７７７－２００ER Ｂ７８７－８ ※３ 

羽田＝バンクーバー ２０１６年４月２８日～ ＮＨ１１６/１１５ Ｂ７８７－８ Ｂ７８７－９ ※１ 

羽田＝ホノルル ２０１６年４月２８日～ ＮＨ１８６/１８５ Ｂ７６７－３００ＥＲ Ｂ７８７－８  

羽田＝シンガポール 
２０１６年４月２８日～ ＮＨ８４１/８４４ Ｂ７８７－８ Ｂ７８７－９ ※１ 

２０１６年１０月１日～ NH８４３/８４２ Ｂ７８７－８ Ｂ７８７－９ ※１、※４ 

成田＝マニラ ２０１６年７月１日～ ＮＨ８１９/８２０ Ｂ７７７－２００ＥＲ Ｂ７８７－８ ※３ 

羽田＝ハノイ ２０１６年８月１日～ ＮＨ８５７/８５８ Ｂ７８７－８ Ｂ７８７－９  

羽田＝香港 ２０１６年９月１日～ ＮＨ８５９/８６０ Ｂ７７７－２００ＥＲ Ｂ７８７－９ ※４ 

路線 実施時期 便名 機材 備考 

成田＝ムンバイ ２０１６年３月２７日～ ＮＨ８２９/８３０ Ｂ７８７－８  

羽田＝シンガポール 

 

２０１６年４月２８日～ ＮＨ８４１/８４４ Ｂ７８７－９  

２０１６年１０月１日～ ＮＨ８４３/８４２ Ｂ７８７－９ ※１ 



２．国内線 

国内線ネットワークのさらなる拡充を図りつつ、競争環境及び需要動向の変化を踏まえ、路線便数

と運航機材の最適化を推進いたします。 

（１）新規開設・増便 

 路線 実施時期 現行 変更後 備考 

羽田＝宮古 ２０１６年３月２７日～ － １往復/日 新規開設 

羽田＝岩国 ２０１６年３月２７日～ ４往復/日 ５往復/日  

羽田＝沖縄 ２０１６年３月２７日～１０月２９日 １１往復/日 １２～１３往復/日 ※１ 

羽田＝米子 ２０１６年３月２７日～１０月２９日 ６往復/日 ６～７往復/日 ※２ 

羽田＝石垣 ２０１６年３月２７日～１０月２９日 ２往復/日 ２往復/日 期間増便継続 

伊丹＝札幌 ２０１６年７月１５日～８月３１日 ６往復/日 ７往復/日  

関西＝札幌 ２０１６年３月２７日～１０月２９日 ３往復/日 ３～４往復/日 ※３ 

関西＝宮古 ２０１６年３月２７日～ ０～１往復/日 １往復/日 通年運航 ※４ 

中部＝松山 ２０１６年３月２７日～ ３往復/日 ４往復/日  

岩国＝沖縄 ２０１６年３月２７日～１０月２９日 － １往復/日 
新規開設 

（期間運航） 

札幌＝新潟 ２０１６年３月２７日～ １往復/日 ２～３往復/日 ※５ 

仙台＝札幌 ２０１６年３月２７日～ ３往復/日 ３～４往復/日 期間増便継続 ※６ 

福岡＝仙台 ２０１６年３月２７日～ ３往復/日 ３往復/日 期間増便継続 

福岡＝沖縄 ２０１６年３月２７日～ ９往復/日 ９往復/日 期間増便継続 

福岡＝札幌 ２０１６年９月１日～１０月２９日 １往復/日 ２往復/日  

沖縄＝石垣 ２０１６年３月２７日～ ７往復/日 ７往復/日 期間増便継続 ※７ 

沖縄＝宮古 ２０１６年３月２７日～ ７往復/日 ７往復/日 期間増便継続 

※１ ７月１５日～８月３１日は１３往復/日とし、深夜便「ＡＮＡギャラクシーフライト」（６往復/週）を運航します。 

※２ ６月１日～９月３０日は６往復/日。 

※３ ７月１５日～９月３０日は３往復/日。 

※４ ２０１５年度は、６月１日～９月３０日運航。 

※５ ６月１日～９月３０日は３往復/日。 

※６ ４月２９日～５月５日、７月１５日～１０月２９日は４往復/日。 

※７ 一部、運航便数が異なる期間がございます。詳細につきましては、ＡＮＡ時刻表またはＡＮＡ_ＳＫＹ_ＷＥＢをご確認ください。 

新規開設する羽田＝宮古線及び岩国＝沖縄線の運賃については、「ＡＮＡ ＮＥＷＳ第１５－１００号（２０１６

年１月２０日付）」をご覧ください。 

（２）減便・休止 

 路線 実施時期 現行 変更後 備考 

羽田＝富山 ２０１６年３月２７日～ ６往復/日 ４往復/日  

羽田＝小松 ２０１６年３月２７日～ ６往復/日 ４往復/日  

伊丹＝鹿児島 ２０１６年７月１５日～８月３１日 ６往復/日 ５往復/日  

関西＝函館 ２０１６年３月２７日～ ０～１往復/日 － 運休 

中部＝宮崎 ２０１６年３月２７日～ ３往復/日 ２往復/日 ※１ 

※１ アイベックスエアラインズとのコードシェアを開始いたします。詳細は本日発表のＩＢＥＸ/ＡＮＡ共同リリースにてお知らせいたしま

す。 

 



３．貨物専用便 

２０１５年度のバンコク－ジャカルタ線の運航開始に引き続き、成長著しいアジア域内の貨物需要を

取り込むべく、新たな需要獲得に向けてシンガポール－香港線の運航を開始します。なお、シンガポー

ル－成田線及び成田－香港線は減便いたします。 

また、２０１５年度内にフレーター（貨物専用機）１２機体制を構築した上で、貨物需要が堅調な中国・

アジア路線の貨物ネットワークを拡充してまいります。 

（１）新規開設・増便 

 路線 実施時期 現行 変更後 備考 

（沖縄－）シンガポール－香港（－沖縄） ２０１６年３月２７日～ － ５片道/週 ※1 

関西－上海 
３/３０～４/１０ 

７/２４～１０/２９ 
３片道/週 ６片道/週  

上海－成田 
３/３０～４/１０ 

７/２４～１０/２９ 
１０片道/週 １３片道/週  

成田－バンコク 
３/３１～４/８ 

７/２２～１０/２９ 
３片道/週 ５片道/週  

バンコク－ジャカルタ 
４/１～４/９ 

７/２３～１０/２９ 
３片道/週 ５片道/週  

ジャカルタ－成田 
４/１～４/９ 

７/２３～１０/２９ 
３片道/週 ５片道/週  

※１ 沖縄－シンガポール、香港－沖縄の区間は、各６片道/週ずつ運航（沖縄－シンガポール－香港－沖縄の一連のルートを５往復/

週運航）となります。 

 

（２）減便 

 路線 実施時期 現行 変更後 備考 

シンガポール－成田 ２０１６年３月２７日～ ６片道/週 １片道/週 ※１ 

成田－香港 ２０１６年３月２７日～ ７片道/週 ２片道/週 ※２ 

※１ 減便する曜日は、火・水・木・金・土となります。 

※２ 減便する曜日は、火・水・木・金・土となります。 

以上 


